
令和７年度 とうきょう すくわくプログラム活動報告書 

舟渡保育園 

３歳児クラス 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

子どもたちの発見が広げる世界 

 

＜テーマの設定理由＞ 

園周辺には草花や木の実など身近な自然が多く、保育室はコーナー遊びを中心に環境を構成

していることから、子どもが自ら選び、発見を遊びに広げやすい環境が整っています。また造形ワ

ゴンを活用することで、見つけたことを自由に表現する機会も保障されています。 

日々の保育の中で子どもたちは「なんだろう」「やってみたい」といった気持ちを原動力に世界を

広げていく姿が見られたことから、このテーマを設定しました。 

 

２．活動スケジュール 

月２回程度 

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

記録カメラ／テレビ／マイクロスコープ／発見した石・棒などの自然物／戸外で拾った木片や

石／砂場道具／手作りの望遠鏡 

 

４．探究活動の実践 

 

＜活動の内容＞ 

を見て「ほんとに富士山みたい！」「おおきくできたね」と友達と共有する姿が見られた。 

〇 マンホール探し 

・散歩中に道路のマンホールに気がついたことをきっかけに、子どもたちの間でマンホール探し

が始まった。 

・形、模様、色の違いに気づき、「これ違うね」と比べる姿が見られた。 

・「丸いね」「絵がついてる！」など友達同士で発見を伝え合い、興味がさらに広がっていった。 

〇 キラキラ探し 

・池の水面が光る様子に気づき、「なんで光ってるの？」と観察する姿があった。 

・立つ位置を変えて見え方の違いを確かめながら、「他にもあるかな？」と園内外でキラキラを探

す姿が見られた。 

・「ここにもあったよ」「こっちは暗いね」など、友達と気づきを共有する中で探索が深まっていっ

た。 



 

〇 園庭での富士山づくり 

・砂場遊びの中で「富士山ってすごく大きいんだよ」と知識を話し始めた子がいて、そこから「富

士山をつくってみよう」と富士山づくりが始まった。 

・子どもたちはスコップや手でせっせと砂を運び、「もっと高くしよう」「まだ小さいね」と協力しな

がら山を大きくしていった。 

・保育者の「窓から本物の富士山が見えるよ」という声掛けに、子どもたちは作業を止めて窓か

ら本物の富士山をじっと観察。「ほんとにおおきいね」「上が白い！」「ここも白くしよう」と遊びに

反映し、てっぺんを白くしたり形を整えたりと表現が深まった。 

・でき上がっていく富士山 

＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

・子どもたちが見つけた「なんだろう」に対して、保育者が共感的に言葉を返すことで、安心して

発見を広げていく様子が見られた。 

・「どこが違うかな？」「どうして光るんだろう？」などの問いかけを通して、子ども同士が考えを伝

え合いながら遊びを深めていった。 

・富士山づくりでは、本物の富士山を見ることでイメージが豊かになり、「ここはもっと高いよね」

「白いところは雪かな？」など、実際の姿を基に友達と相談し合う姿が見られた。 

・マイクロスコープでの観察では、「こんな模様だったよ」と画面を指さし、周りの友達が驚きや発

見を共有するなど、探究が友達に広がっていった。 

 

＜活動の様子の写真＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

５．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・子どもたちは身近な自然や日常の中にある「なんだろう」を多く持っており、その小さな気づき

を丁寧に受け止めることで探究が深まることを実感した。 

・写真、マイクロスコープ、造形ワゴンなど、発見を共有・表現できる環境があることで、比較、試

行、表現など多面的な学びが生まれていた。 

・富士山づくりのように、子ども自身の知っていることや経験をきっかけに遊びが広がる場面で

は、本物を見たり友達と話し合ったりすることで、探究がさらに深まることを改めて感じた。 

・今後も、子どもたちの興味が継続して発展するように、発見したものを「探究コーナー」として扱

うなど、環境づくりを工夫していきたい。また、散歩や戸外遊びの中で子どもたちの気づきを大切

にし、観察や発見を楽しめるような声かけや環境を工夫していきたい。 

 


